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論文の内容の要旨
(呂的)
本研究は、「共生J(Samlevnad) という教育理念が1960年代から 2000年代にかけてスウェーデンの義務
教育課程の中で制度化された諸過程、すなわち、「共生Jがラーロプランにおいて具現化され教育実践とし
て内実化されていく諸過程を明らかにしようとするものである。
(対象と方法)
対象を明確にするため本研究で使用する用語と概念を整理し、ラーロプランの改訂期に見られる「共生」
のカリキュラムの改造について、①94年版による教科書と授業実践の予備的検討、②62年、 69年、及び
80年版の公式調査・答申とその社会的背景の分析、③「共生jのカリキュラムを制度化したシステムの検討、
④ f共生jの教育実践とカリキュラム評価に関する事例的考察、⑤「共生jのカリキュラムの制度化に関す
る要因関係の整理と総括的考察の 5つの課題と方法をそれぞれ設定した。
(結果)
「共生Jのカリキュラムが制度化される過程は直接的制度化と間接的制度化に分けられる。前者は、「共生J
という教育理念がラーロプランにおいて公式に整備され教科書に具現化される過程を指し、また後者は各学
校での教育実践の展開においてそれらを実現させる基盤的要因を指す。本研究の結果は、この二つの観点と
文脈から整理され、また、カリキュラムの比較研究への理論的示唆として二点に要約された。
(考察)
直接的制度化に関する研究は、 60年代からのラーロプランと教科書をもとに、「共生jのカリキュラムの
縦軸と横軸に見られる特徴と史的展開を解明した。すなわち、その萌芽期 (62、69年版)と充実期 (80年版)
の間で、「牲と共生Jから「障害者、移民、さらに大人と子どもとの共生jへ内容拡大する「教科横断型Jと、
学年段階による「向心円状の構成Jと概念的理解に向けた重点化の特徴を明確にした。間接的制震化に関す
る研究は、「政策化された基盤要因jとして、「共生Jを目指す社会理念、政策実現の調査報告書、及び北欧
型の民主主義システムの存在を確認した。また、「授業に浸透させた背景要因Jとして 6点について総括し、
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以上の考察によりスウェーデンの義務教育課程において「共生jのカリキュラムを実現させた要因関係を明
らカ斗こした。
審査の結果の要旨
以上の研究成果は、「共生j概念をめぐる社会背景とその浸透状況等の調査研究において一定の課題を残
しているけれども、カリキュラムの比較研究として学位請求論文の水準を十分に満たしていると認められる。
また、参考論文として提出された学術誌論文も本論文の骨格を形成していることが確認された。
平成 24年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(教育学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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